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族
や
住
民
ら
が
献
花
し
、
追
悼
の
祈

り
を
さ
さ
げ
た
▼
我
が
母
校
で
あ
る

広
島
経
済
大
学
（
安
佐
南
区
）
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
武
田
山
ま
ち
づ

く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
学
生
は
、

あ
の
日
の
朝
、
見
慣
れ
た
町
並
み
の

眼
前
に
広
が
っ
た
土
砂
を
目
の
当
た

り
に
し
、「
何
か
し
な
く
て
は
」
と
、

そ
の
「
何
か
」
を
行
動
に
移
そ
う
と
、

ど
う
し
て
良
い
か
わ
か
ら
な
い
ま
ま

ス
コ
ッ
プ
を
手
に
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
取
り
組
ん
だ
▼
学
生
ら
は

２
０
日
夜
、
昨
年
に
続
き
「
鎮
魂
の

キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
」
を
開
催
。
企

画
し
た
リ
ー
ダ
ー
の
経
済
学
部
３
年

吉
本
光
太
郎
さ
ん
（
２
０
）
は
「
災

害
を
風
化
さ
せ
た
く
な
い
」
と
い
う

一
心
で
企
画
し
、
同
大
・
興
動
館
裏

の
熊
岡
神
社
で
手
づ
く
り
の
竹
灯
篭

１
０
０
０
個
を
点
灯
し
、
地
域
住
民

ら
と
一
緒
に
、
災
害
が
あ
っ
た
２
年

前
に
思
い
を
は
せ
た
▼
被
災
地
で

は
、
市
な
ど
が
策
定
し
た
復
興
計
画

に
基
づ
き
、
新
た
な
災
害
を
防
ぐ
た

め
の
砂
防
ダ
ム
２
９
基
が
完
成
し

た
。
一
方
、
流
れ
出
た
雨
水
を
河
川

に
排
水
す
る
設
備
を
兼
ね
た
避
難
路

は
、
用
地
買
収
が
３
割
に
と
ど
ま
り
、

着
工
し
て
い
な
い
。
犠
牲
者
が
出
た

地
区
の
人
口
は
災
害
前
に
比
べ
９
０

０
人
以
上
減
り
、
高
齢
化
も
進
む
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
課
題
が
依
然

と
し
て
残
っ
て
い
る
▼
市
と
県
主
催

の
追
悼
式
で
両
親
を
亡
く
し
た
市
井

由
佳
利
さ
ん
（
５
６
）
は
「
日
頃
の

防
災
意
識
を
高
め
、
悲
劇
を
繰
り
返

さ
な
い
こ
と
が
一
番
の
慰
霊
に
な

る
」
と
追
悼
の
言
葉
を
述
べ
た
▼
こ

れ
か
ら
台
風
シ
ー
ズ
ン
。
後
輩
の
頼

も
し
さ
と
と
も
に
「
あ
の
日
」
を
忘

れ
ず
、
地
域
の
防
災
や
つ
な
が
り
を

見
つ
め
直
す
一
日
と
な
っ
た
。（
遠
） 

７
７
人
が
犠
牲
と
な
っ
た
２

０
１
４
年
８
月
の
広
島
市
の

土
砂
災
害
か
ら
２
０
日
で
２

年
と
な
っ
た
。
被
災
地
で
は
遺
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県
内
の
日
本
共
産
党
地
方

議
員
は
１
５
日
、
松
江
、
出

雲
、
江
津
、
浜
田
、
安
来
の

５
市
で
宣
伝
し
、「
多
く
の
市

民
、
野
党
と
力
を
合
わ
せ
、

憲
法
を
守
り
生
か
す
政
治
の

実
現
に
頑
張
り
ま
す
」
と
訴

え
ま
し
た
。 

 

松
江
市
で
、
尾
村
利
成
県

議
は
安
倍
内
閣
が
参
院
選
後

に
明
文
改
憲
を
言
い
出
し
た

こ
と
を
批
判
し
、「
憲
法
隠
し

の
安
倍
内
閣
は
許
さ
な
い
世

論
と
運
動
を
巻
き
起
こ
そ

う
」
と
強
調
し
ま
し
た
。 

片
寄
直
行
市
議
は
「
安
倍

暴
走
政
治
を
許
さ
な
い
た

め
、
次
期
衆
院
選
で
は
野
党

共
闘
を
盛
り
上
げ
よ
う
」
と

述
べ
ま
し
た
。 

吉
儀
敬
子
市
議
は
「
誰
の

子
ど
も
も
殺
さ
せ
な
い
」
を

合
言
葉
に
広
が
っ
た
若
い
母

親
ら
の
戦
争
法
廃
止
の
運
動

に
ふ
れ
、「
市
民
の
心
の
底
か

ら
の
叫
び
、
行
動
を
大
切
に

し
、
野
党
４
党
が
戦
争
法
廃

止
に
頑
張
る
」
と
表
明
。
橘

祥
朗
市
議
は
、
次
期
大
型
輸

送
機
Ｃ
２
の
配
備
が
進
む
航

空
自
衛
隊
美
保
基
地
（
鳥
取

県
米
子
市
）
を
あ
げ
、「
世
界

の
戦
争
の
窓
口
に
な
り
か
ね

な
い
。
戦
争
の
な
い
、
平
和

で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う

頑
張
る
」
と
訴
え
ま
し
た
。 

益
田
市
で
は
「
９
条
を
守

ろ
う
益
田
・
鹿
足
連
絡
会
」

が
宣
伝
し
ま
し
た
。 

 

日
本
共
産
党
と
民
進
党
、

社
民
党
は
１
９
日
夕
、
松
江

市
の
県
庁
前
で
合
同
演
説

し
、
戦
争
法
廃
止
を
訴
え
ま

し
た
。 

 

日
本
共
産
党
県
委
員
会
の

尾
村
利
成
副
委
員
長
は
、
参

院
選
で
１
人
区
す
べ
て
で
野

党
統
一
候
補
を
立
て
、
１
１

選
挙
区
で
勝
利
し
た
こ
と
を

報
告
し
、「
野
党
３
党
は
参
院

選
後
も
安
倍
政
権
打
倒
、
憲

法
を
守
り
抜
く
立
場
で
協

力
・
共
同
を
も
っ
と
強
く
し

た
い
」
と
強
調
。（
写
真
） 

 

ま
た
、
安
倍
政
権
が
憲
法

改
悪
を
進
め
る
危
険
や
、
オ

バ
マ
米
大
統
領
が
検
討
す
る

核
兵
器
先
制
不
使
用
宣
言
に

反
対
の
意
向
を
伝
え
た
こ
と

を
批
判
し
、「
核
兵
器
固
執
勢

力
、
憲
法
を
踏
み
に
じ
る
危

険
な
内
閣
を
退
陣
に
追
い
込

ん
で
い
く
た
め
に
力
を
合
わ

せ
て
い
こ
う
」
と
呼
び
か
け

ま
し
た
。 

 

民
進
党
県
連
か
ら
は
角
智

子
副
代
表
が
、
社
民
党
県
連

合
か
ら
は
足
立
昭
二
副
代
表

が
訴
え
ま
し
た
。 

 

「
ひ
ろ
げ
よ
う
！
平
和
へ

の
ね
が
い 

つ
な
げ
よ
う
保

育
・
子
育
て
の
輪
」
を
テ
ー

マ
に
、
第
４
８
回
全
国
保
育

団
体
合
同
研
究
集
会
（
保
育

合
研
）
が
２
０
日
か
ら
２
２

日
ま
で
松
江
市
で
開
か
れ
ま

し
た
。（
写
真
） 

保
育
制
度
フ
ォ
ー
ラ
ム
や

１
０
の
講
座
、
３
０
の
分
科

会
な
ど
が
行
わ
れ
、
３
日
間

で
保
護
者
、
保
育
者
、
研
究

者
、
議
員
ら
４
３
３
６
人
が

参
加
し
、
交
流
し
ま
し
た
。 

 

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新

制
度
の
課
題
と
改
善
方
向
が

話
し
合
わ
れ
た
フ
ォ
ー
ラ
ム

で
は
、
保
育
研
究
所
所
長
の

村
山
祐
一
さ
ん
が
２
０
０
０

年
に
比
べ
保
育
単
価
は
上
が

ら
ず
、
保
育
士
の
平
均
賃
金

は
５
％
下
が
っ
て
い
る
と
指

摘
。
運
営
や
財
政
基
準
の
諸

政
策
に
専
門
職
と
し
て
の
位

置
付
け
を
提
案
し
ま
し
た
。 


